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鹿児島市 
火山防災トップシティ構想 
【第４回 検討委員会】 

 
ふりかえり参考資料 

鹿児島市 危機管理局 危機管理課 

平成３０年９月１８日 

参考 １ 



 
■日 時  平成30年７月26日（木）15：00～17：00 

■場 所  市役所東別館3階 災害対策本部室 

■内 容  ・ 第２回検討委員会のふりかえり 

      ・ 重点的に取り組むべき事項（②情報発信、③貢献）について 

        

        

１ 第３回検討委員会のふりかえり 
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※ 経過報告（第３回検討委員会以降） 
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H30.07.28  
南日本新聞 

 
 
 

H30.07.27  
南日本新聞 
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※ 経過報告（第３回検討委員会以降） 

H30.08.12 
 読売新聞 
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H30.08.17 
 南日本新聞 



※ 経過報告（第３回検討委員会以降） 
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H30.08.15 
南日本新聞 H30.09.1 

南日本新聞 



※ 経過報告（第３回検討委員会以降） 
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H30.09.5 
南日本新聞 

H30.08.31 
南日本新聞 



※ 経過報告（第３回検討委員会以降） 
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H30.09.6 
南日本新聞 



•  市が実施した「まちかどコメンテーター」のような調査の継続は必要である。設問のなかで「他の

地域に比べて進んでいる」ことを聞いているが、「取組が遅れている」ことも聞くと良い。市と市民の

理解の差を図ることなどができるのではないか。 

•  「遅れている」ことも聞くと良いという意見があったとおり、市民の火山防災に係るデータを、防災

と防犯、島内と島外を分けるなど、状況に即した設問で、継続して聞いていくことが大事だと考える。 

•  事業所、学校に着目しており、それに関する比較的新しい調査結果をみると、事業所での火山災

害への防災マニュアルは約１割、学校での避難訓練で火山はごく少数という意見を見て、課題が

少しずつ明らかになったように思える。まずは世界の前に市民に向けて、火山防災の取組を伝え

ていくことが目標としてみえてきたのではないか。 

•  他の自然災害と比べて発生頻度の低い火山災害において、頻繁に爆発する桜島をもつ鹿児島

市でさえ、「これくらい低いのか」という印象である。もっと市民に情報発信すべきである。 

•  大学で、学校の教員向けの免許状更新の研修を実施している。その際にとるアンケートでは、火

山防災を知りたいという意見は多い。火山防災を知りたいという潜在的なニーズはあるのではない

か。それを掘り起こすことが重要である。 

•  アンケートに回答する人の多くは関心が高いはず。そもそもアンケートを受けた人の分布にばら

つきがある。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  本日実施した走行実験の結果を整理して、市民の安全を守るという情報を発信することができる。

道路啓開ができるとか、車で安全に避難できるなどの議論の前に、市民にどのような情報を発信

するかという視点での整理が必要であろう。 

•  災害時に必要な車両は全て四輪駆動にする意気込みが大事ではないか。費用がかかっても、市

民がその費用を出しても良いと思うような情報発信が必要だと考える。 

•  単に市民に伝えれば良いだけでなく、市民の理解を得る情報を発信することが一義的に重要で

ある。気になるのは、走行実験がマスコミ報道されたときに、市民がどのように受け止めたかであ

る。理解を得ていただいたのち、市から市民へ、そして市民から国内外へ情報発信するという流れ

や仕組みを構築する。 

•  このような機会にPRしていくことが大切である。まずは、市民の生命を守る。そして今回のアン

ケート調査結果等で得られた厳しい結果を打開するよう、市民に分かっていただく。そのようなPR

が大事である。 

•  この走行実験はアウトリーチとしてとても良い。しかし危惧するのは、四輪駆動ならば走行できる

と市民に思わせることで、防災対応を考えると危うい理解である。 

•  この走行実験は、車が動けるかどうかという実験であり、道路が道路として機能するかどうかは

別である。そこを考えることが重要である。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  外国人向けの防災対応に係る資料で、宮崎県と熊本地震対応時の資料がある。まず宮崎県の

資料には「110番は警察」など、とても根本的な内容が記載されている。日本の文化や習慣を知ら

ない外国人への啓発においては、このような初歩的なところからスタートする必要があると考える。 

•  熊本地震時の課題が記載されている資料の方では、外国人が避難所の入り方や物資のもらい

方が分からず、仕方なく車で避難していたという例もある。鹿児島市だからこそという対策が必要で

はないか。 

•  走行実験を実際に見て、軽石や火山灰の上を走れる車があることは理解したが、私の意識は、

想定外はあるということは忘れてはならないということである。 

•  全国放送で「桜島が大変である」という情報が流れると、観光客がぴたっと来なくなることを何度も

経験して、乗り越えてきた。桜島は怖い部分もあるが、平時はとても楽しいところということを情報

発信していくことが大事である。 

•  自由に意見をとのことなので、火山灰を逆手に取ったイベント案を紹介する。シンデレラ姫の意味

は灰かぶり姫である。桜島の噴火を見て、その火山灰をかぶる体験をし、温泉で身体を洗い流す。

そしてきれいになったらお姫さまのように着飾って写真をとったり、おいしい食事をいただいたりとい

うような、ピンチをチャンスにするようなイベントや企画があると良いのではないか。  

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  今年の火山活動が活発なハワイにおいても、溶岩流の見学ツアーを実施していた。安全と観光

の両立の判断ができる仕組みは重要である。ハワイの事例等を横目で見るなどしていくことも大切

である。 

•  体感の観光は最近多くなっている。本日の走行実験のように火山灰や軽石のうえを走るコース、

火山ならではの景色を見る遠足等もできるのではないか。楽しいだけでなく、防災に繋がる観光は

重要である。 

•  インドネシアのメラピ火山では、最近の噴火による火山噴出物の上を走るジープツアーがある。イ

メージは黒神の地獄河原のようなところの上を走るようなもの。特に海外では可能な取組である。 

•  桜島の外の小学校と中学校と１回ずつ桜島を見て、専門家の話を聞くという仕組みをつくることを

是非決めて欲しい。そうでないと、20年後も同じ検討委員会を開くことになるだろう。 

•  参考事例として紹介された、マスコミが大学等と連携して情報発信した例のように、火山防災のマ

スコミ懇談会を鹿児島市で実施するのはどうか。市民に伝わるよう、オープンで実施すると良い。そ

うすれば、安心して桜島に来てくださいという情報発信になるし、桜島の観光事業者等も安心して

来てくださいと言えるようになる。委員の指摘に対する一つの回答になるのではないか。このような

継続的な情報発信の仕組みをつくることが重要である。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  参考事例として紹介された、マスコミが大学等と連携して情報発信した例は、災害情報学会が関

与して実施した。災害情報学会を関与させると良いのではないか。 

•  火山の場合は1998年に岩手山の活動が活発化されたときから実施している事例もある。 

•  西日本豪雨災害の報道を見ていて、被災自治体の姉妹都市が代わりにふるさと納税の仕組みを

活用するという取組があり、うまくまわっているように感じた。 

•  防災訓練は、海外からのオファーも受け入れるチャンネルを用意すると良い。厳しい質問もある

かもしれないが、プラスになる情報も得られると思われる。 

•  来年、日本とイタリア・ナポリの火山文化に関する展示会を行う。市の協力を得ながらその取材を

鹿児島市で行った。県立博物館にある大正噴火の豊富な写真集や、市立美術館の黒田清輝の大

正噴火の絵画等、大正噴火に係る素晴らしいコレクションがある。それらも活用して、2024年に大

正噴火110年のメモリアルイベントを市内そして国内外にも広く向けて実施するのはどうか。素晴ら

しい資料がアーカイブ化されているので活用すると良いと感じた。 

•  Cities on Volcanoesは学者だけの国際会議ではない。1988年に鹿児島市で開催された、住民を

交えた国際会議が発端で、これを受けて第１回Cities on Volcanoesがイタリア・ナポリで開催された。

市民参加という観点で意味がある。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  企業と学校への火山防災の定着という観点で発言する。国土強靭化計画において、事業所の進

んだ防災等の取組を内閣府が表彰する仕組みがある。火山防災に対する企業の取組として火山

防災マニュアルを作成したことなどをそこでアピールしてはどうか。 

•  学校では、ジオパーク関連の小学６年生向けに桜島火山等を教える取組があるそうだが、関連し

て、自由研究のテーマを桜島とするのはどうか。 

•  防災ポスターコンクールを国等が実施しているが、火山防災ポスターがあると鹿児島市らしくて良

いし、市で展覧会をすると良いのではないか。 

•  鹿児島市の文化として根付いていく企画があると良いのではないか。 

•  防災訓練は、そろそろ50回目である。区切りの年なので、規模を大きくして、市街地にも広げると

いうのはどうか。 

•  市民と行政の訓練はリンクさせて実施すべきである。行政は日にちにこだわらず抜き打ちで訓練

を実施するくらいで良いが、市民には１月12日という日を忘れないようにすることは大事である。 

•  内閣府主催の全国火山防災協議会等連絡・連携会議があるが、全国だと火山防災の取組の進

展具合に地域差があるので、ブロック開催はどうかという意見もある。九州ブロック研修が開催され

るなら、市がリーダーシップをとってはどうか。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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•  平成30年７月豪雨での土砂災害事例のふりかえりも、トップシティという観点で重要だと思う。そ

のときのふりかえりもまとまっていれば知りたい。 

•  防災訓練が48回も継続的に実施していることに感銘を受けている。そして、その中で紹介された

バーコードで避難者を把握する仕組みは特に良いと思っている。市内への広め方はどうなっている

か。そして、費用や運営面の課題はあるだろうが、それらも合わせて情報を発信していくことが重要

である。平成30年７月豪雨の際に、倉敷市で見たのは、避難所を移動する住民、避難名簿に記名

する際に緊張して手が震える住民や行書体で読めない文字もあったこと等である。このような課題

はいろいろな地域にあり、バーコードの取組はとても良いと考えている。 

＜第３回検討委員会における意見の整理＞ 
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